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【補助資料１】授業実践計画と実践構想 

 

１ 授業実践計画 

実施期間 令和４年９月７日～９月22日（全８時間） 

   実践対象 山田町立山田中学校 第３学年２クラス（54名） 

  

２ 実践構想 

（１）単元名 PROGRAM５ The Story of Chocolate（開隆堂 SUNSHINE ENGLISH COURSE３） 

（２）内容のまとまり 

   書くこと ウ 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことについて、考えたことや感じ 

たこと、その理由などを、簡単な語句や文を用いて書くことができるようにする。  

（３）単元の目標と評価規準 

  ア 目標 

    フェアトレードについて関心をもってもらえるようなメッセージボードを作成するために、 

フェアトレードについて書かれた英文を読んで、事実や考えなどを整理し、簡単な語句や文を 

用いてまとまりのある英文を書くことができる。 

  イ 評価規準（「書くこと」の評価規準） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〈知識〉 
関係代名詞（主格）の構造 
や働きを理解している。 
〈技能〉 
社会的な話題に関する事実や 
自分の考えなどについて、関 
係代名詞（主格）や、簡単な 
語句、文を用いて書く技能を 
身に付けている。 

社会的な話題やおすすめのフ 
ェアトレード製品について学 
校内外の様々な人に紹介する 
ために、フェアトレードの良 
い点や紹介するフェアトレー 
ド製品について、おすすめポ 
イント（事実）や自分の考え 
などを整理し、簡単な語句や 
文を用いてまとまりのある文 
章を書いている。 

社会的な話題やおすすめのフ 
ェアトレード製品について学 
校内外の様々な人に紹介する 
ために、フェアトレードの良 
い点や紹介するフェアトレー 
ド製品について、おすすめポ 
イント（事実）や自分の考え 
などを整理し、簡単な語句や 
文を用いてまとまりのある文 
章を書こうとしている。 

（４）単元について 

  ア 生徒について 

    本単元が、「読んだことを基に考えを書く」領域統合型の言語活動を行うことから、以下につい 

て事前アンケートを行った。＊【補助資料】（pp.21-23） 

  （ア）「各領域における言語活動と、読んだことを基に考えを書く言語活動がどのくらい好きか」に

対する回答結果について 

     「どちらかといえば、好きではない」「好きではない」という否定的回答は書く活動が73.2％、 

発表する活動が87.8％、読んだことを基に考えを書く活動が80.5％であった。本実践の対象生

徒にとって、読んだことを基に考えを書く言語活動を行うことは心理的ハードルが高いことか

ら、読んだことを基に考えを書く活動に比べて否定的回答の少ない、聞くことややり取りする

活動から始めることで、活動への心理的ハードルを下げ、取り組みやすくなると考えた。 

（イ）「『英語で書かれた文章を読んだことについて、自分の考えを英語で書くことができる』につ

いてどのように感じているか」に対する回答結果について 

    「どちらかといえば、そう思わない」「そう思わない」という否定的回答が 83.0％であった。 

また、否定的回答の理由として、約半数の生徒が文章を読み取ること、８割以上の生徒が英語 
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で書くことに難しさを感じていることが分かる。その他の回答からは、語彙や文法などの知識を実際

のコミュニケーションにおいて活用できる技能を身に付けることにつまずいていること、書きたい内

容を既習の知識を活用して英語で表現することに難しさを感じていることが分かる。これらのことか

ら、生徒が内容を読み取る場面や英語で表現する場面でのつまずきに対する手立てを講じることが必

要だと考えた。本実践ではそれらの場面におけるつまずきに対する手立てとしてＩＣＴを活用するが、

それ以外にも目的に応じた文章の読み取り方や、既習事項を活用して英語で表現するにはどのように

すればよいか等の指導を併せて行うことにした。 

イ 教材について 

本単元では、「社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことについて、考えたことや感じたこと、 

その理由などを、簡単な語句や文を用いて書くことができるようにする。」を目標に設定し、読んだこ

とを基に考えを書く」領域統合型の言語活動を行う。本教材では、チョコレートの歴史やチョコレー

トのフェアトレードに関する題材が扱われている。フェアトレードは、生徒が社会科や家庭科など他

教科でも触れてきている事項である。生徒にとって、教科書題材を通じて社会的な話題について考え

ることができる単元だと考える。言語材料としては、主格の関係代名詞を学習する。主格の関係代名

詞は人やものについて、より詳しく表現することができる言語材料である。既習表現と比較しながら、

主格の関係代名詞の構造や働きに気付くことができるように進めたい。 

ウ 指導について 

  単元を通して「読んだことを基に考えを書く」領域統合型の言語活動に継続して取り組むことがで

きるようにする。第３・４・５時において、「読んだことを基に考えを書く」言語活動を継続して行う

ことで、生徒が「読んだことを基に考えを書く」ことに少しずつ慣れていき、第６時では、それまで

の言語活動への取組を生かして「読んだことを基に考えを書く」ことができるようにする。 

  単元のゴールの活動として、フェアトレードの良い点やおすすめのフェアトレード製品について紹 

介するメッセージボードを作成する活動を設定する。単元の導入では、児童労働に関する英文を読ん 

で自分の考えを書くパフォーマンス課題を行う。また、単元のゴールの活動のルーブリックを確認す 

る。その後、「読んだことを基に考えを書く」ことについて、自分の現状を確認するとともに、ゴール 

の活動のルーブリックのどこを目指すか考える。そして、単元の学習を通して何をどのように頑張れ 

ばよいのかという自己目標と目標達成のための工夫を考えることで、見通しをもって学習に取り組む 

ことができるようにする。第５時後に、中間振り返りを行う機会を設定し、学びの自己調整を図るこ 

とができるようにする。 

「読んだことを基に考えを書く」言語活動を行う際、次のように段階を踏んで行うことで、生徒が

取り組みやすくなるようにする。まず、本文の内容理解では、逐語的な読み方をするのではなく、目

的に応じて概要や要点を把握する読み方ができるようにする。次に、読み取った内容や考えを整理し

たことを基にペアを替えて複数回伝え合うことで、多様な視点を得て、内容面や言語面での改善を図

りながら話すことができるようにする。最後に、話したことを基に英語で書くことで、「読んだことを

基に考えを書く」ことができるようにする。 

単元のゴールの活動では、それまでの時間でフェアトレードについて書かれた文章を読んで、フェ

アトレードの良い点やフェアトレードについての考えを書きためてきたことを基にメッセージボー

ドを作成することができるようにする。 

単元の終末では、友達の作成したメッセージボードを読み合うことで、内容面や言語面について学

び合うことができるようにする。また、単元の導入で行った、児童労働に関する英文を読んで自分の
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考えを書くパフォーマンス課題を再度行う。その後、単元の学習を振り返ることで、自己の変容を自

覚的に捉えることができるようにする。 

エ 研究との関わり 

  本研究では、複数の領域を統合した言語活動を行う際のつまずきとして想定される各場面（聞いた 

り読んだりした内容を理解する場面、話したり書いたりするために考えをもつ場面、考えを英語で表 

現する場面）における手立てとして、生徒が必要に応じてＩＣＴを活用することができるようにする。 

（ア）手立て１：「聞いたり読んだりした内容を理解する」場面におけるＩＣＴ活用 

① 学習者用デジタル教科書 

    教科書本文の内容を理解する際、文字を読むことが苦手なために内容を読み取ることが難しい 

場合に、生徒が必要に応じて音声を聞きながら文字を読むことができるようにする。 

  ② 検索機能 

    教科書の本文や教科書以外の初見の英文を読む際、既習の知識を活用したり推測したりしても 

読めない単語や意味の分からない単語がある等、内容を把握することに支障をきたす場合に、生 

徒が必要に応じて検索機能を用いて語彙や表現を調べることができるようにする。 

（イ）手立て２：「聞いたり読んだりして理解したことを基に自分の考えをもつ、思考を整理する」場面 

におけるＩＣＴ活用 

  ① 思考ツール、付箋機能 

    Google Jamboardの付箋機能を活用して指導者が作成した思考ツールを用いて、読み取った内 

容や自分の考えを整理することができるようにする。 

  ② 検索機能 

    読み取った内容だけでは考えをもつことが難しい場合に、生徒が必要に応じて内容を補足する 

情報を収集することで考えをもつことができるようにする。 

（ウ）手立て３：「思考を整理したものを基に考えを英語で表現する」場面におけるＩＣＴ活用 

  ① 学習者用デジタル教科書 

読み取った内容や自分の考えについてペアで伝え合う前段階として音読練習を行う際に、生徒 

が学習者用デジタル教科書の諸機能を活用して各自のペースで行うことで、本文の内容や発音な

ど再度確認することができるようにする。 

  ② 思考ツール、付箋機能 

思考を整理したことを基にペアで伝え合う際、（イ）①で思考を整理したものを見ながら話すこ 

とができるようにする。また、複数回ペアを替えて伝え合った後に、思考を整理したものを見な 

がら書くことができるようにする。 

  ③ 検索機能 

読み取ったことを基に考えを英語で話したり書いたりする際、既習表現を使ったり、内容をか 

み砕いて易しく言い換えたりしても、伝えたい内容を表現することが難しい場合に、生徒が必要

に応じて検索機能を用いて語彙や表現を調べることができるようにする。 
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（５）指導と評価の計画（全８時間）  

＊【読む→書く】は、読んだことを基に考えを書く領域統合型の言語活動のことを指している。 

時間 ねらい（■）、言語活動等（丸数字） 知 思 態 備考 

１ 

■単元の目標と学習内容について理解し、自己目標を設定する。 

①児童労働に関する英文を読み、自分の考えを書く。 【読む→書く】 

 ［パフォーマンス課題（事前）］ 

②単元のゴールの活動を理解する。 

③単元の自己目標を設定する。 

    

２ 

■主格の関係代名詞の働きや構造について理解する。 

①２ヒントクイズを通して、人やものについて詳しく説明する。 

②主格の関係代名詞の働きや構造について、様々な例を通して気付く。 

③①②を通して理解したことを自分の言葉でまとめる。 

    

３ 

■古代のチョコレートの特徴についてペアに伝える。 

①聞いたり読んだりして、概要や要点を把握する。 

②キーフレーズを基に古代のチョコレートの特徴について話したり書

いたりする。                  【読む→書く】 

    

４ 

■チョコレートの歴史について、一番驚いたことをペアに伝える。 

①歴史など時系列で書かれた文章を読み取る際に注目すべき点につい

て考える。 

②①で確認した目的に応じた読み方をしながら、要点を読み取る。 

③キーフレーズを基に、チョコレートの歴史について一番驚いたことや

その理由を話したり書いたりする。        【読む→書く】 

    

  

 

５ 

■フェアトレードの良い点やフェアトレードについての自分の考えを

書く。 

①段落ごとに書かれている内容にふさわしいタイトルを考えることで、

概要を把握する。 

②読み取ったことを基に、フェアトレードの良い点やフェアトレードに

ついての自分の考えを話したり書いたりする。   【読む→書く】 

 

○ ○ 

６ 

■教科書とは別の英文（フェアトレードの良い点についての文章）を読

み、フェアトレードの良い点やフェアトレードについての自分の考え

を書く。 

①これまで学習してきた読み方を基に、要点を把握する。 

②読み取ったことを基に、フェアトレードの良い点やフェアトレードに

ついての自分の考えを話したり書いたりする。   【読む→書く】 

    

７ 

■おすすめのフェアトレード製品について紹介するメッセージボード

を作成する。 

①これまでフェアトレードの良い点について読んで理解してきたこと

やそれを通して考えてきたこと、また、紹介したいフェアトレード製

品についてやり取りしたり調べたりしたことを基に、紹介文とともに

１枚のメッセージボードを作成する。 

 

○ ○  

８ 

■友達のメッセージボードを読み、内容や英語表現について学び合う。 

■単元の学習を振り返り、できるようになったことやこれから頑張るこ

とを書く。 

①メッセージボードを読み合い、紹介文の良かった点についてコメント

を書く。 

②児童労働に関する英文を読み、自分の考えを書く。 【読む→書く】 

 ［パフォーマンス課題（事後）］ 

③単元の学習を振り返り、できるようになったことやこれから頑張るこ

とについて書く。 

 ○ ○ 

 

後

日 
ペーパーテスト ○    

記
録
に
残
す
評
価
は
行
わ
な
い
。
た
だ
し
、
ね
ら
い
に
即
し
て
生
徒
の
活
動
の
状
況
を
見
届
け
て 

指
導
に
生
か
す
こ
と
は
毎
時
間
行
う
。
活
動
さ
せ
て
い
る
だ
け
に
な
ら
な
い
よ
う
十
分
留
意
す
る
。 
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（６）各単位時間の展開案 

第１時の展開案 

 
学習活動 

指導上の留意点 

（◇評価 【 】評価の観点） 

 

導

入 

 

10 

分 

１ 学習課題を把握する。 

（１）ＳＤＧｓに関連する既習題材を振

り返り、チョコレートやフェアトレ

ードについて教師とやり取りし、題

材に関する興味・関心をもつ。 

（２）フェアトレードについて知ってい

ることをペア、全体で共有する。フ

ェアトレードはＳＤＧｓの複数の項

目に貢献するものであることを知

る。 

 

・既習題材にもＳＤＧｓに関連する項目があること

を振り返り、本単元ではフェアトレードを通して

ＳＤＧｓについて考えていくことを理解できるよ

うにする。 

・他教科での既習内容であるフェアトレードに関す

る背景知識や、チョコレートなど身近な話題と関

連付けるとともに、消費者の選択が鍵となってい

ることから自分事として捉えられるようにする。 

 

 

展 

開 

 

37 

分 

 

２ 単元の自己目標を設定する。 

（１）単元のゴールの活動を理解する。 

・児童労働に関する動画「そのこ」を

視聴する。 

・児童労働に関する英文を読んで、自

分の考えを英語で書く。［パフォー

マンス課題（事前）］ 

・自分たちに何ができそうか全体で考

える。 

 

 

（２）単元の自己目標を設定する。 

・日本におけるフェアトレードの知名 

度と認知度を知る。 

・単元の目標、学習の流れ、ゴールの 

活動のルーブリックを確認する。 

・教師が作成したメッセージボードを 

読み、ゴールイメージをもつ。 

・単元の自己目標を設定する。 

 

 

 

３ 宿題を確認する。 

（１）宿題として、自分が買ってみたい

と思うフェアトレード製品を調べて

くることを確認する。時間がある場

合は、実際に調べてみる。 

 

 

 

 

・「そのこ」と自分はどんなところが違うか考えなが

ら視聴するようにする。 

・多少意味の分からない単語があっても、周辺の読

み取れる内容から推測して読み取ることができる

ようにする。読んだり書いたりする際、必要に応

じてタブレットを使用して構わないことを伝え

る。 

 

 

 

 

・単元の学習の見通しがもてるようにする。 

 

 

 

 

・（１）で行った、読んだことを基に自分の考えを書

く活動を振り返り、単元の目標を達成するために、

どんな点をどのように頑張れば良さそうかを考え

ることができるようにする。 

 

・調べ方のヒントを示す。また、自宅で調べる手段が

ない生徒には、個別に対応する。 

 

 

終

末 

 

３ 

分 

４ 学習を振り返る。 

（１）単元の目標達成に向け、粘り強く

取り組もうという意欲をもつ。 

 

 

 

 

・単元の学習を通してできるようになるという前向

きな気持ちがもてるようにする。 

《学習の振り返り例》 

自分は読むことが苦手だけれど、一語ずつ訳すのではなく推測しながら読めるようにした

い。また、フェアトレードについてあまり分からないので、もっと詳しく知って、メッセー

ジボードで紹介できるようにしたい。 

単元の目標と学習内容について理解し、自己目標を設定しよう。 

手立て１：目的や場面、状況を理解する 
検索機能 

手立て３：考えを英語で表現する 
     検索機能 
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 第２時の展開案 

 
学習活動 

指導上の留意点 

（◇評価 【 】評価の観点） 

 

導

入 

 

５ 

分 

１ 学習課題を把握する。 
（１）ペアで２ヒントクイズを行い、人

やもの、事柄について詳しく説明す
る。 

・提示されたお題について２つヒント
を出して説明する（言語活動１回
目）。 

・どんなヒントがあったか確認する。
その後、関係代名詞を用いた教師の
２ヒントを聞いて、違いに気付く
（中間指導１回目）。 

 

・説明することが難しい生徒は、単語だけでもいいの
で、なるべく知っている表現を使って伝えられるよ
うにする。どのような情報を加えて説明すると分か
りやすいか、生徒から引き出す（大まかな情報→詳
細な情報）。 

 
 
・教師が説明するのではなく、生徒とのやり取りを通
して、引き出すようにする。板書しておき、書き溜
めていったものを基に、関係代名詞の働きや構造に
気付けるようにする。 

 

展 

開 

 

42 

分 

 
２ 人やもの、事柄について詳しく説明す
る。 

（１）ペアで２ヒントクイズを行い、人や
もの、事柄について詳しく説明する。 

・１回目の言語活動、中間指導を基
に、１回目と逆の生徒が別の人に関
するお題について２つヒントを出し
て説明する（言語活動２回目）。 

・どのようなヒントがあったか確認す
る。その後、関係代名詞を用いた教
師の２ヒントを聞いて、違いに気付
く（中間指導２回目）。 

・ものに関するお題について同様に行
う。 

・今度は別のペアと、人、ものについ
て違うお題で同様に行う。 

   
３ 主格の関係代名詞について理解する。 
（１）１、２の活動の中で板書されたもの

から、関係代名詞の構造や働きについ
て気付いたことをノートにまとめる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
（２）本時の学習のまとめとして、テス

ト付き課題に取り組む。 
・提示された選択式の問題から、正し
いものを選んで解答する。タブレッ
トで解答を送信後、各自で答え合わ
せを行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・１回目の言語活動を行う際、言語材料は明示せずに行
う。その後、内容面や言語面での中間指導を行い、２
回目の言語活動を行う。教師の出す２ヒント（中間指
導にあたる）では、生徒に使用させたい言語材料を教
師が意図的に用いることで、気付きにつながるように
する。１、２の活動では、主格の関係代名詞 who、which
について扱う。 

・解答する側の生徒は、色や形など知りたい情報につい
て質問してよいことを伝える。 

・ペア→全体で共有し、教師が説明するのではなく、生
徒とのやり取りを通して、引き出すようにする。その
後、関係代名詞について補足を加えてまとめて確認す
る（明示する）ことで、生徒が体系的に理解してノー
トにまとめることができるようにする。 

・本時では英語で書く段階までは求めず、who と which
を用いた主格の関係代名詞の違いと構造、働きについ
て理解できればよいものとする。that については、ワ
ークブック等の文法説明を使って触れる程度にする。 

・解答結果を見て、誤答が多いものや、解説が必要なも
のを全体で確認する。 

 

 

終

末 

 

３ 

分 

４ 学習を振り返る。 
（１）２ヒントで説明する際、工夫したこ

とやもう少し頑張りたいことについ
て書く。 

 
 
 
 

 
 

《学習の振り返り例》 

 １つ目のヒントはどんな人やものかを説明して、２つ目からのヒントは具体的なものを説明するようにした。関係

代名詞の使い方が分かったので、これから使って話したり書いたりできるようにしたい。 

人やものについて詳しく説明する表現について理解しよう。 

①言語活動１回目 

 生徒Ａ：お題について２つのヒントで説明する。 
 生徒Ｂ：２つのヒントを聞いて、答えを言う。 
②中間指導１回目 

どんなヒントがあったか全体で確認し、出てきたものを活かし
ながら教師が関係代名詞を用いた文にして２ヒントにする。 
生徒は、そこから違いに気付くことができるようにする。 

③言語活動２回目 
 生徒 A：２つのヒントを聞いて、答えを言う。 
 生徒 B：１回目とは別のお題について２ヒントで説明する。 

④中間指導２回目 
 どんなヒントがあったか全体で確認し、出てきたものを活かし
ながら教師が関係代名詞を用いた文にして、２ヒントにする。

生徒は、そこから違いに気付くことができるようにする。 
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 第３時の展開案 

 

 
学習活動 

指導上の留意点 

（◇評価 【 】評価の観点） 

 

導

入 

 

５ 

分 

１ 前時の復習をする。 

（１）前時に学習した内容について確認する。お題につい

て２ヒントで説明をする。 

２ 学習課題を把握する。 

（１）健とエミリーのやり取りを聞き、何の話題について

話しているか概要をつかむ。 

 

・生徒とのやり取りを通して引き出す。 

 ２ヒント説明では、cacao beans など本時扱う New Words で

行う。 

 

 

展 

開 

 

40 

分 

 

３ チョコレートの歴史について要点を把握する。 

（１）original chocolate の特徴を聞き取る。 

（２）聞き取った内容をペアで確認する。 

（３）文字を見ながら再度聞き、聞き取った内容が合って

いるか確認する。 

（４）original chocolate の特徴が書かれている箇所をペア

で確認し、線を引く（学習者用デジタル教科書）。 

（５）どんな特徴があったか全体で確認する。 

 

４ original chocolate の特徴について書く。 

（１）各自のペースで音読練習をする。 

 

 

 

 

（２）思考ツールに提示されたキーフレーズを基に、ペア

で original chocolate の特徴について伝え合う。 

 

 

 

 

 

（３）中間指導を踏まえて、別のペアと伝え合う（列ごと 

に移動してペアを替えて複数回行う）。 

 

 

（４）（２）、（３）で伝え合ったことを基に、original chocolate

の特徴についてノートに書く（何も見ずに→最後に教

科書で確認する）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・多少意味の分からない単語があっても、前後から推測して読

むことができるようにする。 

・生徒とのやり取りの中で出てきたキーワードを用い、後の活

動につながるようにする。 

 

・各自のペースでスピードを調節したり、意味を確認したりし

ながら音読できるようにする。 

 

 

 

・教科書は見ずに、キーフレーズを頼りに伝えることで、どん

なことをどのように表現すればよいか、思考・判断できるよ

うにする。 

 

 

 

 

・ペアを替えて複数回伝え合うことで、英語が苦手な生徒もペ

アの話したことを参考にして話せるようにする。 

・生徒の様子を見ながら中間指導を行い、内容面や言語面での

改善を図りながら話すことができるようにする。 

・英語で話したり書いたりする際、必要に応じてタブレットで

英語表現を調べることができるようにする。その際、文全体

を翻訳するのではなく、単語レベルで調べるように伝える。 

 

 

 

 

 

終

末 

 

５ 

分 

５ 学習を振り返る。 

（１）original chocolate の特徴について伝え合う活動をす

る中で、できるようになったこと、工夫したこと、真似

したいと思ったこと、もっと頑張りたいことを書く。 

 

 

 

 

 

（２）宿題を確認する。 

  次時に買ってみたいフェアトレード製品についてやり

取りするため、まだ調べていない場合は調べてくる。 

 

 

 

 

 

《学習の振り返り例》 

 初めは、キーワードを見ながらうまく言うことができなかった。でも、色々な人の言い方を知って、いいなと思

った表現を真似して言っていくうちに、少しずつ言えるようになった。これからも、色々な人の言い方から学ん

で、言えることを増やしていきたい。 

original chocolate の特徴について、ペアに伝えよう。 

手立て３：考えを英語で表現する 
     学習者用デジタル教科書 

手立て３：考えを英語で表現する 
     検索機能 
     思考ツール、付箋機能 

手立て２：考えをもつ、思考を整理する 
手立て３：考えを英語で表現する 
     思考ツール、付箋機能 
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 第４時の展開案 

 
学習活動 

指導上の留意点 

（◇評価 【 】評価の観点 ） 

 

導

入 

 

７ 

分 

１ 買ってみたいフェアトレード製品についてや

り取りする（教師―生徒、縦ペア）。 

２ 学習課題を把握する。 

（１）教師とのやり取りを通して、教科書本文へ

の興味をもつ。 

 

・教師と生徒のやり取りを通して、どのようにやり取りすればよいの

かイメージがもてるようにする。タブレットで製品の画像を示しな

がらできる場合は、活用できるようにする。 

・前時の学習内容が想起できるようにする。また、教科書の図を見な

がらやり取りし、本時の内容につなげる。 

 

 

展 

開 

 

40 

分 

 

３ チョコレートの歴史について読み取る。 

（１）歴史など時系列で書かれたものを読む際、ど

のような点に着目して読み取ればよいか考え

る。 

（２）（１）で確認したような表現が本文中にいくつ

あるか、各自確認する。 

（３）音声を聞きながら、再度確認する。 

（４）ペアで確認する。 

（５）どんな表現があったか全体で確認する。 

（６）その時代に、どんなことがあったのか要点を

把握しながら聞く。 

（７）チョコレートの歴史について時系列で読み取

り、思考ツール上のキーフレーズを、年代と出

来事をマッチングさせて並べる。 

 

 

 

 

 

（８）ペアで確認する。 

（９）全体で確認する。 

４ チョコレートの歴史について、一番驚いたこと

について書く。 

（１）各自のペースで音読練習をする。 

（２）Think１、２に書かれているチョコレートの歴

史について、一番驚いたことに線を引く。 

（３）教師とのやり取りを通して、どのように話せ

ばよいかイメージをもつ。 

（４）思考ツールのキーフレーズを基に一番驚いた

ことについてペアで伝え合う。中間指導を参考

にしながら、内容面や言語面での改善を図りな

がら行う。 

 

 

 

 

（５）（４）で伝え合ったことを基に、一番驚いたこ

とについてノートに書く（何も見ずに→最後に

教科書で確認する）。 

 

 

 

・時間や順序を表す表現や数字などの時間的順序を示す語を手掛かり

に、情報を読み取ればよいことを生徒とのやり取りを通して引き出

す。 

・いきなり全文を読むのではなく、着目すべきポイントを確認した上で

読むことで、苦手な生徒も取り組みやすくなるようにする。 

 

 

 

 

 

・読み方の指導を行う（一字一句すべてを読み取るのではなく、読み取

る必要がある情報を読み取る。多少意味の分からない単語があって

も、前後から推測して読む。）。 

 文字を読むことが苦手な生徒は、学習者用デジタル教科書で音声と同

期させながら内容を読み取ることができるようにする。単語の発音や

意味が分からないものも、適宜確認できるようにする。 

 

 

  

・思考ツール上のキーフレーズを並べ替えることで、その後の活動につ

ながるようにする。 

・各自のペースでスピードを調節したり、意味を確認したりしながら音

読できるようにする。 

 

 

 

・うまく言えない表現については、どのように表現すればよいか学級全

体で考えることで、内容面や言語面でどのように表現すればよいか考

える視点をもてるようにする。 

・教科書は見ずに、キーフレーズを頼りに伝えることで、どんなことを

どのように表現すればよいか、思考・判断できるようにする。 

 

 

 

 

・英語で話したり書いたりする際、必要に応じてタブレットで英語表現

を調べることができるようにする。その際、文全体を翻訳するのでは

なく、単語レベルで調べるように伝える。 

 

 

 

 

終

末 

 

３ 

分 

５ 学習を振り返る。 

（１）前回と比べて、読み取ったり書いたりする際

できたことやもっと頑張りたいことを書く。 

 

 

 

 

 

・工夫してできたことや、改善が必要なことについて、自覚できるよう

にする。 

 

 
《学習の振り返り例》 

 教科書に書いてある表現や友達の使った表現を参考にして、自分の考えを書くことができるようになってきた。

でも、ペアで話すときに、単語だけになることがあるので、なるべく語順を意識して文で話せるように頑張りたい。 

チョコレートの歴史について、一番驚いたことをペアに伝えよう。 

手立て１：目的や場面、状況を理解する 

学習者用デジタル教科書 

手立て３：考えを英語で表現する 

     学習者用デジタル教科書 

手立て３：考えを英語で表現する 

     検索機能、思考ツール、付箋機能 

手立て２：考えをもつ、思考を整理する 

手立て３：考えを英語で表現する 

     思考ツール、付箋機能 
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 第５時の展開案 

 

 

 学習活動 指導上の留意点（◇評価 【 】評価の観点） 

導

入 

 

５ 

分 

１ 買ってみたいフェアトレード製品についてやり

取りする（教師―生徒、横ペア）。 

２ 学習課題を把握する。 

（１）教師とのやり取りを通して、教科書本文への

興味をもつ。 

・教師と生徒のやり取りを通して、どのようにやり取りすればよい

のかイメージがもてるようにする。タブレットで製品の画像を示

しながらできる場合は、活用できるようにする。 

・写真から分かること等やり取りを通して、本文の場面を予想できる

ようにする。 

 

 

展 

開 

 

40 

分 

 

 

３ フェアトレードについて読み取る。 

（１）写真中の子供が何をしているのかが分かる文を

探し、線を引く。 

（２）本文を読んで、一段落目と二段落目の内容にふ

さわしいタイトルを選ぶ。 

（３）音声を聞きながら再度本文を読み、選んだタイ

トルで良かったか確認する。 

（４）なぜそのタイトルを選んだのか、該当する箇所

を示しながらペアで確認する。 

（５）全体で確認する。 

４ フェアトレードの良い点やフェアトレードにつ

いての自分の考えを書く。 

（１）各自のペースで音読練習をする。 

（２）思考ツールに示されたキーフレーズを基に、フ

ェアトレードの良い点についてペアで伝え合う。

中間指導を参考に、内容面や言語面での改善を図

りながらペアを替えて複数回行う。 

  

 

 

  

 

 

 

 

（３）（２）で伝え合ったことを基に、フェアトレー

ドの良い点やフェアトレードについての自分の

考えをワークシートに書く（何も見ずに→最後

に教科書で確認する）。 

 

 

・多少意味が分からない単語があっても前後から推測して読むこと

ができるようにする。 

 

 

 

 

 

・生徒とのやり取りの中で出てきたキーフレーズを用い、その後の活

動につながるようにする。 

 

 

・各自のペースでスピードを調節したり、意味を確認したりしなが

ら音読できるようにする。 

 

 

 

・教科書は見ずに、キーフレーズを頼りに伝えることで、どんなこと

をどのように表現すればよいか、思考・判断できるようにする。 

 

 

 

 

・生徒の様子を見ながら中間指導を行い、内容面や言語面の修正を図

りながら話すことができるようにする。 

・英語で話したり書いたりする際、必要に応じてタブレットで英語

表現を調べることができるようにする。その際、文全体を翻訳す

るのではなく、単語レベルで調べるように伝える。 

 

 

 

◇社会的な話題や読んだことを基に、事実や自分の考えなどを整理

し、簡単な語句や文を用いて書いている。【思考・判断・表現】

（ワークシート） 

◇社会的な話題や読んだことを基に、事実や自分の考えなどを整理

し、簡単な語句や文を用いて書こうとしている。【主体的に学習に

取り組む態度】（ワークシート、行動観察） 

 

終

末 

 

５ 

分 

５ 学習を振り返る。 

（１）前回と比べて、読み取ったり書いたりする際、

できたことやもっと頑張りたいことを書く。 

 

 

 

 

（２）これまでの言語活動への取組を振り返り、今後

の言語活動に向けて改善点を明確にする。 

 

 

・前時に確認した、言語活動への取組に対する改善点が生かされてい

るか意識させる。 

 

フェアトレードの良い点や、フェアトレードについての自分の考えを書こう。 

《学習の振り返り例》 

 教科書に書いてある表現や友達の使った表現を参考にして、自分の考えを書くことができるようになってきた。 

でも、ペアで話すときに、単語だけになることがあるので、なるべく語順を意識して文で話せるように頑張りたい。 

手立て３：考えを英語で表現する 

     学習者用デジタル教科書 

手立て２：考えをもつ、思考を整理する 

手立て３：考えを英語で表現する 

     思考ツール、付箋機能 

手立て３：考えを英語で表現する 

     検索機能、思考ツール、付箋機能 

手立て１：目的や場面、状況を理解する 

     学習者用デジタル教科書 
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 第６時の展開案 

 

 学習活動 指導上の留意点 

（◇評価 【 】評価の観点） 

 

導

入 

 

５ 

分 

１ 紹介したいフェアトレード製品のおすすめポイント

についてやり取りする。 

２ 学習課題を把握する。 

（１）教師とのやり取りを通して、前時の内容について

復習するとともに、本時に学習する英文の内容への

興味をもつ。 

・宿題で調べてきたメモを基に、知っている単語や表現で伝える

ことができるようにする。画像があれば、タブレットで製品の画

像を見せながら伝える。 

 

 

展 

開 

 

40 

分 

 

３ フェアトレードの良い点について読み取る。 

（１）本文を読んで、フェアトレードの良い点が書かれて

いるところに線を引く。 

（２）教師の範読を聞きながら、再度確認する。 

（３）ペアで確認する。 

 

 

（４）全体で確認する。 

４ フェアトレードの良い点やフェアトレードについて

の自分の考えを書く。 

（１）各自のペースで音読練習をする。（指導者が範読し

た音声データを活用） 

 

 

（２）思考ツールに示されたキーワードを基に、フェアト

レードの良い点についてペアで伝え合う。中間指導を

参考に、内容面・言語面での改善を図りながらペアを

替えて複数回行う。 

（３）（２）の内容にフェアトレードについての自分の考

えを加えて、ペアに伝える。中間指導を参考にしなが

ら、内容面や言語面での改善を図りながら行う。 

   

 

（４）（３）で伝えたことを基に、フェアトレードの良い

点やフェアトレードについての自分の考えを書く。 

 

 

 

・教科書とは別の英文を読み、フェアトレードに関連する事柄へ

の理解を深めることができるようにする。 

・読めない単語や意味が分からない単語は、辞書やタブレットを

使用して調べてもよいことにする（一字一句調べるのではなく、

内容把握に支障をきたすような場合に調べる）。 

 

 

・生徒とのやり取りの中で出てきたキーワードを用い、その後の

活動につながるようにする。 

 

・発音が分からない単語は、必要に応じてタブレットで調べるこ

とができるようにする。 

 

 

・キーワードを頼りに伝えることで、どんなことをどのように表

現すればよいか、思考・判断できるようにする。 

・考えをもつことができない場合には、内容を補足する情報を収

集するなどして、考えがもてるようにする。 

 

 

 

 

 

・ペアを替えて複数回伝え合うことで、英語が苦手な生徒もペア

の話したことを参考にして話せるようにする。 

・生徒の様子を見ながら中間指導を行い、内容面や言語面での改

善を図りながら話すことができるようにする。 

・英語で話したり書いたりする際、必要に応じてタブレットで英

語表現を調べることができるようにする。その際、文全体を翻訳

するのではなく、単語レベルで調べるように伝える。 

 

 

 

 

 

終

末 

 

５ 

分 

５ 学習を振り返る。 

（１）これまでの取り組みと比べて、できたことや、改善

したいことを振り返りシートに書く。 

 

 

 

 

（２）宿題を確認する。 

  本時の帯活動でフェアトレード製品のおすすめポイ

ントを伝えてみて、さらに必要だと思った情報や表現

について調べてくる。 

 

フェアトレードの良い点やフェアトレードについての自分の考えを書こう。 

手立て１：目的や場面、状況を理解する 検索機能 

手立て２：考えをもつ、思考を整理する 

     思考ツール、付箋機能、検索機能 

手立て３：考えを英語で表現する 

     思考ツール、付箋機能 

手立て３：考えを英語で表現する 

     検索機能、思考ツール、付箋機能 

手立て３：考えを英語で表現する 検索機能 

《学習の振り返り例》 

 前回に比べて、つなぎことばに注目しながらだいたいの内容を読むことができた。フェアトレードの良いところに

ついても少し理解できたので、メッセージボードを作るときにも、このことに触れて書けるようにしたい。 
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 第７時の展開案 

 学習活動 指導上の留意点 
（◇評価 【 】評価の観点） 

 
導
入 
 

６ 
分 

１ 紹介したいフェアトレード製品のおす
すめポイントについてやり取りする。 

   
２ 学習課題を把握する。 
（１）第１時に読んだ「そのこ」がＳＮＳ

に投稿したメッセージを基に、単元の
ゴールとなる活動の目的とルーブリッ
クを再度確認する。 

 
   

・前時のやり取りと宿題で調べてきたことを基に、前
回とは別のペアに伝える。画像があれば、タブレッ
トで製品の画像を見せながら伝える。 

 
・目的意識をもって取り組むことができるようにする。 
 

 
展 
開 
 

40 
分 

 
 
３ メッセージボードを作成する。 
（１）フェアトレードの良い点や、フェア

トレード製品のおすすめポイント、自
分の考えなどについて前時までに書き
ためてきたものを基に文章の構成を考
えて書く（ワークシートまたは Google 
Jamboard）。 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
・これまで書きためてきたことを基に構成を考えるこ
とができるようにする。良いメッセージボードの視点
を確認する。考えをもつことが難しい場合には、内容
を補足する情報を収集するなどして、考えがもてるよ
うにする。 

 
 
 

 
・なるべく既習表現を使ったり、内容をかみ砕いて易し
く言い換えたりするなどして書くことができるよう
にする。必要に応じて、伝えたい内容を表現する語彙
を辞書やタブレットで調べることができるようにす
る。 

 
 
 
・レイアウト等に凝って時間がかからないよう、作成の
目的と時間をかけるべきポイントを確認する。優先順
位を確認し、始めに文章を作成し、その後に画像を貼
り付ける。 

◇おすすめのフェアトレード製品について学校内外の
様々な人に紹介するために、フェアトレードの良い点
や紹介するフェアトレード製品について、おすすめポ
イント（事実）や自分の考えなどを整理し、簡単な語
句や文を用いてまとまりのある文章を書いている。
【思考・判断・表現】（メッセージボード） 

◇おすすめのフェアトレード製品について学校内外の
様々な人に紹介するために、フェアトレードの良い点
や紹介するフェアトレード製品について、おすすめポ
イント（事実）や自分の考えなどを整理し、簡単な語
句や文を用いてまとまりのある文章を書こうとして
いる。【主体的に学習に取り組む態度】（メッセージボ
ード、行動観察） 

 
終
末 
 
４ 
分 

４ 学習を振り返る。 
（１）ルーブリックに沿って、作成した紹

介文について振り返ることができるよ
うにする。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

《学習の振り返り例》 

 フェアトレードの背景や良い点、フェアトレード製品のおすすめポイントと自分の考えに 

ついて、構成を意識して、分かりやすい表現を使って書くことができた。 

フェアトレードについて学校内外の様々な人に関心をもってもらえるように、おすすめの 

フェアトレード製品について紹介するメッセージボードを作成しよう。 

手立て２：考えをもつ、思考を整理する 
     思考ツール、付箋機能、検索機能 

手立て３：考えを英語で表現する 
     検索機能 
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 第８時の展開案 

 学習活動 指導上の留意点 
（◇評価 【 】評価の観点） 

導
入 
 
２ 
分 

１ 学習課題を把握する。 
（１）教師の話を聞き、学習課題を理解す

る。 

 

 
展 
開 
 

13 
分 

 
 
２ メッセージボードを読み合い、内容面 

や言語面での良い点に目を向け、今後の 
学習に生かす。 

（１）共有したメッセージボードを読み、 
内容面や言語面で良かった点について 
コメントを書く。 

 
 
・良いメッセージボードの視点を共有する 
 （フェアトレードについて知らない人にも分かるよう
に書かれているか、そのフェアトレード製品を買って
みようと思うようなおすすめポイントが書かれてい
るか、自分の考えが具体的に書かれているか、分かり
やすい英語表現で書かれているか）。 

 
終
末 
 
35 
分 

３ 単元の学習を振り返る。 
（１）単元のまとめとして、児童労働に関

する英文を読んで、自分の考えを英語
で書く。［パフォーマンス課題（事後）］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）単元の学習を通してできるようにな

ったこと（変容の自覚）と、なぜでき
るようになったのか（変容の理由）、
これからの学習で頑張りたいことに
ついて書く。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）質問紙調査（アンケート）に回答す

る。 
 

 
・単元を通して学習してきた読み方や書き方を活かして
取り組むことができるようにする。読んで書く際、必
要に応じてタブレットを使用してかまわないことを
伝える。 

 
 
 
 
 
◇児童労働に関する英文を読んで、文中の問いかけに
対するコメントを簡単な語句や文を用いて書いてい
る。【思考・判断・表現】（ワークシート） 

◇児童労働に関する英文を読んで、文中の問いかけに
対するコメントを簡単な語句や文を用いて書こうと
している。【主体的に学習に取り組む態度】（ワーク
シート、行動観察） 

・これまでの振り返りシート等を見ながら、変容が自覚
できるようにする。どのように書けばよいか分からな
い生徒には、何ができた／できなかったのか、その理
由は何だと思うかなど、やり取りしながら書くことが
できるようにする。 

◇言語活動への取組に対して見通しを立てたり振り返
ったりして自らの学習を自覚的に捉えている。【主体
的に学習に取り組む態度】（振り返りシート、行動観
察） 

 
 
 

《学習の振り返り例》 

 すべての内容を読み取るのではなく、必要な情報を読み取ればよいことが分かったので、

一つ一つの単語の意味をいちいち調べたりせず推測しながら読み取ることができるように

なった。 

・友達の作成したメッセージボードを読み、伝える内容や英語表現について学ぼう。 

・単元の学習を振り返り、できるようになったことやこれから頑張ることを書こう。 

手立て１：目的や場面、状況を理解する 
     検索機能 
手立て３：考えを英語で表現する 
     検索機能 

 考えを英語で書くことが苦手だったけど、なるべく習った表現を使って、簡単な内容に

して書けばよいことが分かったので、前よりは英文を書けるようになった。 

 〇〇さんは、自分の考えをとても詳しく書いていたので、自分も I have three reasons.  

First,～.のような書き方をまねして書いてみたい。 
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【補助資料２】授業実践で使用したワークシート 

Ⅰ 「読んだことを基に考えを書く」パフォーマンス課題（第１時、第８時） 
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Ⅱ 単元学習シート 
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Ⅲ テスト付き課題（第２時） 
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Ⅳ フェアトレードの良い点に関する読み取り教材（第６時） 
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【補助資料３】生徒用事前アンケート 

Ⅰ 事前アンケートの概要 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 調査結果 

 １ 「（１）～（６）の活動がどのくらい好きか」に対する回答結果 

(1) 英語で話されている内容を聞き取る活動。 

(2) 英語で書かれた文章を読み取る活動。 

(3) 英語で自分の考えを友達とやり取りして話す活動。 

(4) 英語で自分の考えを発表する活動。 

(5) 英語で自分の考えを書く活動。 

(6) 英語の文章を読んで、自分の考えを書く活動。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 調査名 英語学習に関するアンケート【事前】 

２ 目 的 授業実践前の生徒の英語学習に関する意識について把握し、授業実践と実践後の分

析に生かすため。 

３ 期 日 令和４年８月 29日（月） 

４ 対 象 山田町立山田中学校第３学年２クラス（54名） 

５ 方 法 質問紙法 
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２ 「『英語で書かれた文章を読んだことについて、自分の考えを英語で書くことができる』についてど

のように感じているか」に対する回答結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ２で「どちらかといえば、そう思わない」「そう思わない」と回答した理由（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他】 
・単語の意味が分からない。（２） 
・単語を書けない。 
・文法や単語を覚えきれない。 
・書きたいことを英訳することが難しい。 
・だいたいのニュアンスで読み取っているので、書けたとしても合っているか 
どうか自信がない。 
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Ⅲ 質問紙 
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【補助資料４】生徒用事後アンケート 

Ⅰ 事後アンケートの概要 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 調査結果 

 １ 「（１）英語で話されている内容を聞き取る活動がどのくらい好きか」に対する回答結果 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

「（２）英語で書かれた文章を読み取る活動がどのくらい好きか」に対する回答結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「（３）英語で自分の考えを友達とやり取りして話す活動がどのくらい好きか」に対する回答結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 調査名 英語学習に関するアンケート【事後】 

２ 目 的 授業実践後の生徒の英語学習とＩＣＴ活用に関する意識について把握し、実践後の 

分析に生かすため。 

３ 期 日 令和４年９月 22日（木） 

４ 対 象 山田町立山田中学校第３学年２クラス（54名） 

５ 方 法 質問紙法 
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「（４）英語で自分の考えを発表する活動がどのくらい好きか」に対する回答結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「（５）英語で自分の考えを書く活動がどのくらい好きか」に対する回答結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「（６）英語の文章を読んで、自分の考えを書く活動がどのくらい好きか」に対する回答結果 
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２ 「『英語で書かれた文章を読んだことについて、自分の考えを英語で書くことができる』についてど

のように感じているか」に対する回答結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ２で「どちらかといえば、そう思わない」「そう思わない」と回答した理由（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他】事前調査 
・単語の意味が分からない（２人） 
・単語を書けない。 
・文法や単語を覚えきれない。 
・書きたいことを英訳することが難しい。 
・だいたいのニュアンスで読み取っているので、書けたとしても 
合っているか自信がない。 

【その他】事後調査 
・単語の意味が分からない。 
・単語を書けない。 
・英文を作ることが難しい。 
・英文の構成を考えることが難しい。 
・ある程度しか理解できていないので、書けていても合っているか自
信がない。 
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４ （１）学習者用デジタル教科書やタブレットを使用した学習について 

    ①「学習者用デジタル教科書でスピードを調節して聞く使い方が役立ったかどうか」に対する

回答結果 

 

 

 

 

 

②「学習者用デジタル教科書で何度も繰り返して聞く使い方が役立ったかどうか」に対する回

答結 果 

 

 

 

 

 

③「学習者用デジタル教科書で音声を聞きながら英語を読む使い方が役立ったかどうか」に対

する回答結果 

 

 

 

 

 

④「Google Jamboardを使って、考えを整理する使い方が役立ったかどうか」に対する回答結 

 果 

 

 

 

 

 

⑤「Google Jamboardで考えを整理したことを見ながら、友達とやり取りして話す使い方が役

立ったかどうか」に対する回答結果 
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⑥「Google Jamboard で考えを整理したことを見ながら、英語で書く使い方が役立ったかどうか」

に対する回答結果 

 

 

 

 

 

⑦「読んだ内容についてさらに詳しく知るために、情報を調べる使い方が役立ったかどうか」に対

する回答結果 

 

 

 

 

 

⑧「考えを英語で話したり書いたりするための英語表現を調べる使い方が役立ったかどうか」に対

する回答結果 

 

 

 

 

 

（２）「（１）の①～⑧のうち、特に役立ったと思う使い方とその理由（複数回答）」に対する回答結果 

①学習者用デジタル教科書 スピードを調節して聞く･･･18人 

・自分に合ったスピードで聞くことができたから（８人）。 

・普通のスピードだと聞き取れないところも、遅くすることで聞き取ることができた（５人）。 

・発音の仕方を詳しく聞くことができるから。 

・in aなど、つながる言葉など注意しながら聞きやすかった。 

・少しずつ文を覚えられたから。 

・スピードを遅くすることで、読めない単語が読める単語になったから。 

・何度も聞くと耳も慣れるし、自分のペースでできるので、やりやすかったから。 

②学習者用デジタル教科書 何度も繰り返して聞く･･･17人 

・分からなかったところを繰り返し聞くことで、分かるようになったから（５人）。 

・何度も聞くことで、覚えやすくなる（３人）。 

・自分で工夫して繰り返し聞けるから（２人）。 

・何度も聞くと耳も慣れるし、自分のペースでできるので、やりやすかったから（２人）。 

・自分の確認したいところを確認できるから（２人）。 

・発音やアクセントが良くなったから。 

・繰り返し聞けるので、それぞれの単語の読み方を確認できる。 

・分からなくても、分かるまで聞ける。 
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⑧考えを話したり書いたりするための英語表現を調べる･･･12人 

・自分の言いたいことを調べられたから（３人）。 

・分からない単語を調べて、組み合わせて文章にすることができた（２人）。 

・分からない発音やつづりを調べて活用できた（２人）。 

・使いたいけど分からない表現がたくさん分かるから（２人）。 

・英文など詳しく調べられたから。 

・文法が分かって良かったから。 

・どう書けばいいか迷ったとき、検索して探すことができた。 

③学習者用デジタル教科書 音声を聞きながら英語を読む･･･11人 

・音声を聞きながら読むことで、発音などが分かったから（３人）。 

・音声を聞き取ってできるから、分からないところを聞ける（３人）。 

・音声を聞けるので、正しい発音を覚えられる（２人）。 

・リスニングの練習にも使える。 

・読めない英文でも、音声で聞いて覚えて、音読練習がしやすかったから。 

・聞きやすかった。 

⑦読んだ内容についてさらに詳しく知るために、情報を調べる･･･８人 

・知りたいことをすぐに調べられるから（２人）。 

・フェアトレードについて書くときに、授業で学んだ以外に良いところを調べることができた。 

・読むだけでなく調べることで、さらに内容を知ることができるから。 

・フェアトレードについて詳しく知るために調べることができたから。 

・フェアトレード製品にどんな物があるのかを調べることができた。 

・日本語で書かれたポイントを見て、どんな表現が使えるかよく考えられた。 

・学習だけでなく、知識も増えた。 

④Google Jamboardを使って、考えを整理する･･･４人 

・考えを整理しやすかったから。 

・考えをまとめることができた。 

・英文を作りやすかったから。 

・考えを整理しながら自分の考えを言うことができるから。 

⑤Google Jamboardで考えを整理したことを見ながら、友達とやり取りして話す･･･４人 

・考えを整理できたから話しやすかった（２人）。 

・内容の順番を自分が話しやすいように整理できるから。 

・ヒントとして使えるので、今まで習ったことを思い出しながら自分の言葉で伝えられたから。 

⑥Google Jamboardで考えを整理したことを見ながら、英語で書く･･･１人 

・英文を書きやすかったから。 

（３）「（１）の①～⑧のうち、役立たなかったと思う使い方とその理由（複数回答）」に対する回答結果 

④Google Jamboardを使って、考えを整理する･･･９人 

・どの順番で置くなど、分からなかった（２人）。 

・使い方が分からなかったので、使うことができなかった。 

・あまり分からなかった。もう少し詳しく書いてほしかった。 
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・説明をしっかりしてくれないと、分からないときがあった。 

・難しい。 

・そもそも英単語が分からないので、何をやっているか分からなかった。 

・使い方が分かっても、その文を言うときに、言葉を付け足したりするのが分からなくなる。 

・タブレットの不具合で使用できなかった。 

⑥Google Jamboardで考えを整理したことを見ながら、英語で書く･･･７人 

・やり方が難しかった（２人）。 

・英文にするのが得意でなく、大変だった。 

・使い方が分かっても、その文を言うときに、言葉を付け足したりするのが分からなくなる。 

・そもそも整理できなかった。 

・英語で書くことができたけど、そのまま写してしまったから。 

・タブレットの不具合で使用できなかった。 

⑤Google Jamboardで考えを整理したことを見ながら、友達とやり取りして話す･･･６人 

・活動時間だけでやり取りするのができなかった。 

・整理して話すことがあまりできなかった。 

・使い方が分かっても、その文を言うときに、言葉を付け足したりするのが分からなくなる。 

・そもそも英単語が分からないので、何をやっているか分からなかった。 

・英語は使わない。 

・タブレットの不具合で使用できなかった。 

⑦読んだ内容についてさらに詳しく知るために、情報を調べる･･･２人 

・良いサイトが見つからなかったし、ブロックされることがときどきあったから。 

・難しい。 

⑧考えを話したり書いたりするための英語表現を調べる･･･１人 

・難しい。 

 

５ 「学習者用デジタル教科書やタブレットを使った学習に関する全体的な感想」に対する回答結果 

タブレットを用いた学習の良い点 

・タブレットを使って勉強してみて、いつもと違ったやり方で楽しかったし、タブレットがあれ

ば分からないこともすぐに調べれるので良いと思った。 

・単語が分からなくても調べることができたので良かった。 

・授業でもパソコンを使うことで将来のためのタイピングの練習にもなるので画期的だと思っ

た。 

・タブレットは、どこをどう押せばいいか分からなかったりして、それに時間をとられてしまう

こともあったけど、使い方が分かるようになるとすごく便利で使いやすいものだなと思いまし

た。 

・タブレットを使った授業は初めてでいろいろ大変だったけど楽しくできたと思いました。今ま

で教科書メインでやってきて、タブレットを使ってとても新鮮だったし、慣れなかったけど、

うまく使えて、英語力を up できたかなと思った。フェアトレードの紹介でも、工夫して作る

ことができました。 
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・タブレットはみんなの進み方やスピードがバラバラだったし、早く終わった人がひまになって

いた。だけど、自分はタブレットを使ったほうが分かりやすく楽しかった。 

・パソコンが本当に難しいので、教わった使い方しかできなくて大変だったけど、一つのもので

色々できるので便利だなと思いました。本で調べるのも良いけど、一度にたくさんのことを調

べられるのが楽しかったです。 

・タブレットを使うから、普段の授業よりは楽しかった。調べたりできるので分かりやすかった。 

・タブレットを使えば効率的に学習ができるけど、いろいろな物を検索するときに、その検索す

るまでのスピードで個人差が出てしまうので、そこが改善されれば、もっとタブレットを使っ

た授業がしやすくなると思う。だけど、やっぱりタブレットは便利だと思った。調べたいこと

をすぐ調べられるし、皆の考えをすぐ共有できるからだ。 

・今までの覚え方より少し覚えられることが増えた。 

・デジタル教科書やタブレットを使うことによって単語の意味や読み方がすぐ分かったりして良

かった。自分的に普通の教科書だけを使って学習するより、タブレットを使って学習する方が

楽しかった。 

・タブレットで分からない単語とかを調べることができるのが良かった。また、さらに調べたい

ことも前は教科書とかしかなかったから、役立つ部分がたくさんあったから良かった。 

・タブレットを使いながら整理したり、デジタル教科書でポイントをつかむことができたので良

かったです。調べものとかもすぐにできて見たい画像も見たりできたので良かったです。 

・学習者用デジタル教科書やタブレットを使って学習したことで、色々な表現も見つかったし分

かりやすかったです。 

・調べたり、自分の書きたいことを書けるようになるのがすぐだったのでよかった。 

タブレットを用いた学習の大変な点 

・タブレットはあまり好きじゃない。インターネットが切れたり、思うように動かなかったり、

自分の手で書いた方が早かったりするから。 

・タブレットをたくさん使ってやってみて、やりやすいとこもあったけど、やりにくいところも

あった。自分の考えは紙とかにまとめて、最終的にタブレットが良いと思った。 

・自分がパソコンに慣れていないのもあると思うけど、いろいろやることが多くて大変だなと思

いました。 

・タブレットに慣れていないところもあるので少し難しかった。 

・タブレットと教科書やノートを切り替えながら授業を受けることが大変だった。 

・パソコンの使い方に慣れていないから、コピーしたりするのが大変だった。だけど、しっかり

頑張って、最後完成させることはできてよかった。 

・大変だったところは、画像を共有するときにできなかったことが大変だったし、見づらいとき

があったことです。 

・教科書やファイルセットとパソコンを置くと移動するのも大変だし、書くスペースがたりなか

ったので、どちらかにしぼったほうがいいと思いました。 

・大変なのは、紙とタブレットとどっちも使ったり、初めてのが多かったことです。 

・パソコンが急に変になったりして遅れたり、やり方が分からなかったところが大変だった。 
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学習者用デジタル教科書を用いた学習の良い点 

・学習者用デジタルはスピードを調節できるし、アニメーションとかを見ながら英語を勉強でき

るところが良いと思った。 

・日本語訳があったので、分からない単語があっても読むことができたし、何度も繰り返し聞け

るので、良かったです。 

・デジタル教科書で速さの調節などをできて、分かりやすかった。 

・デジタル教科書で音声を聞くことで、一人で学習していても新たな発見があった。 

・タブレットなどで学習をして、今までとは違ったやり方で分からないこともいろいろとあった

けど、音声を聞きながら英文を読んだりして楽しかったこともたくさんありました。覚えるこ

とができなかった単語も、タブレットを使ってやることで、覚えた単語が増えました。 

・デジタル教科書だと分からない単語があったときに読めるようになったので良かった。 

・デジタル教科書は実際に発音を聞いたり、聞きながら文も読めるので、もう少し活用できるよ

うに頑張りたいです。 

・今までは教科書だけだったけど、デジタル教科書を使ってみて、英文の読み方が自分の好きな

ペースで知ることができるので、とても良いと思った。 

・好きなときに英文を聞き返したり、日本語訳を見ながら聞くことができ、便利だった。操作が

少し難しかったが、慣れればあまり問題はないと思う。 

・音声を何度も聞いて、英語に少し慣れたような気がします。自分のペースでスピード、回数を

選べるので、自分に合う学習方法で効率よくできたと思うので、良いと思います。 

・デジタル教科書は場所もとらなくて、音声も出るので良かったです。 

・ゆっくり聞くことができたし、何回も聞くことができたから読めるところが増えた。 

頑張りたいこと 

・自分は英単語が全く分からないので、意味をしっかり覚えられるように頑張ります。 

・翻訳などを見なくても英語の文章の意味が分かるようにしたいです。 

・打ちこむのが大変だったので、速く打ちこめるようになりたいです。もっと文を工夫するのを

頑張りたいです。 

・自分の主張を英文にして伝えることが難しかったし、書くこともあまりできなかったので、書

いたり伝えたりできるようにしたいと思った。 

・商品を調べて、それについてもっと書けるように頑張る。 

・頑張りたいことは、もっと英文を書けるようにしたいです。 

・フェアトレードとおすすめ商品については書けたが、Google Jamboardに打ち込むことができ

なかったので、次に使うときは時間に余裕を持ってやりたい。 

・字をすぐ打てるように頑張ろうと思った。 

授業の感想 

・調べたりするなどして、いつもの授業よりなるほどと思えることが多かった。みんなの意見を

聞いて納得することができた。 

・授業内容が楽しかった。 

・ゆっくりなスピードで分かりやすかったし、英語で友達に紹介するなどとても楽しかった。 

・フェアトレードについて詳しく知れたし、興味が出たので楽しかった。 
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・この学習を通して、英語を話せるようになりたいと思ったので、話せるように頑張ります。自

分を変える良い機会になりました。 

・みんなの英文を聞いたり、教科書などで調べて、フェアトレードについて自分の考えを書くこ

とができるようになってよかった。 

・タブレットに（英文を）打つところまでいかなかったから、あともうちょっと時間がほしいと

思った。 

大変だったこと 

・英語の文の内容を理解して、文を書く事が大変だった。 

・フェアトレードの良い所やおすすめの所などを英文で考えるのが大変だった。 

・フェアトレードについてたくさん調べたけど、良い点の英文の書き方が難しかった。 

頑張ったこと 

・文の構成や単語をどうするのか周りの人と話しながら考えた。 

・文にすることを頑張った。 

思考ツールの良い点 

・Google Jamboardで英文を作りやすかったし、どんなふうに英文を作ればいいか理解すること

ができました。 

・Google Jamboardがあったことで、自分の考えを話したり書いたりしやすくなった。友達と英

語で会話できたので、より英語を話したいと思ったし、会話が楽しかった。 

・タブレットを使った学習はキーワードを並び替えるものが、本文をしっかり読まないとできな

いので内容も分かってよかったです。 
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Ⅲ 質問紙 
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